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ドライエッチング加工を用いて多段のサブ波長構造をシリコン基板の表面に形成した。
加工手法の検証として、35mm角のサンプルに3段のステップ構造を加工した。本研究課
題採択以前に問題となっていた、多段加工時の構造周辺部の保護ガス堆積による形状
崩れを、加工プロセスにO2プラズマ照射を導入することにより解決した。これによって、
エッチング進行度による形状の溝幅、深さの変化を高精度で測定することが可能とな
り、エッチング時間の条件出しが容易となった。最終的に作成したサンプルでは3段の形
状に関して、それぞれ溝幅、深さを設計値との誤差1%以内で作成することに成功した。
宇宙科学研究所クリーンルームで作成したサンプル2枚を、裏側をイオンビーム照射で
活性化することで常温接合を行うことで、両面加工されたシリコンサンプルを作成した。
透過率測定を国立天文台先端技術センターにて行った。低温デュワーでサンプルを約
30Kまで冷却し、フーリエ干渉計を用いて測定を行った。測定の結果、200-450GHzで透
過率95%以上が確認できており、シミュレーション結果と概ね一致した結果が得られた。
本研究成果により、ドライエッチング加工を用いた多段反射防止加工のための基礎的
な手法の確立に成功した。
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多段ドライエッチング加工を用いたサブミリ波観測用シリコン素子の広
帯域反射防止構造の開発

本研究の成果をもとにして、更なる多段加工による反射防止構造の広帯域化、素子の
大型化が可能であると見込まれる。加工形状を変更することにより、サブミリ波観測装
置の仕様に合わせたシリコン素子を作成することが可能であり、観測の高感度化に貢
献することが期待される。
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